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１ 

岡
本
町 

平
成
１
８
年
の
合
併
前
は
高
松
市
南
西
端
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
２
３
年
（
１
８
９
０
年
）

に
岡
本
村
、
川
部
村
が
合
併
し
川
岡
村
が
成
立
し
ま
し
た
。
昭
和
３
１
年
（
１
９
５
６
年
）
高
松
市

と
合
併
し
、
高
松
市
岡
本
町
と
な
り
ま
し
た
。
町
の
北
部
を
東
西
に
国
道
３
２
号
と
コ
ト
デ
ン
琴
平

線
が
通
っ
て
い
ま
す
。
コ
ト
デ
ン
岡
本
駅
の
南
に
貯
水
量
１
４
４
万
７
千
ｔ
の
奈
良
須
池
が
あ
り
、

４
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
灌
漑
で
き
ま
す
。
池
の
東
に
あ
る
標
高
１
０
０
ｍ
の
耳
塚
山
が
堤
防
で
つ
な

が
り
、
絶
好
の
散
歩
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

岡
本
遊
園
地
跡 
 

 

昭
和
１
２
年
（
１
９
３
７
年
）
完
成
し
た
岡
本
遊
園
地
は
健
全
娯
楽
場
と
し
て
市
民
の
数
少
な
い

楽
し
み
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
遊
園
地
は
琴
平
電
鉄
株
式
会
社
が
地
元
川
岡
村
と
協
力
し
て
奈
良
須
池
を
中
心
に
造
成
し
た

施
設
で
す
。
工
費
１
万
円
を
投
じ
て
建
築
し
、
１
万
人
を
収
容
で
き
る
露
天
演
芸
劇
場
を
メ
イ
ン
に
、

湖
上
歓
楽
場
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
各
種
売
店
も
整
備
さ
れ
、
夏
に
は
花
火
大
会
、
秋
に
は
菊
人
形

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
１
５
年
（
１
９
４
０
年
）
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
建
国
の
夕
べ
」
も

こ
こ
で
行
な
わ
れ
、
会
期
を
１
０
日
間
延
長
す
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。
戦
時
中
、
高
松
市
民
の
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屋
外
娯
楽
の
場
は
岡
本
遊
園
地
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
戦
争
等
の
拡
大
に
よ
り
、
昭
和

１
８
年
（
１
９
４
３
年
）
を
最
後
に
相
次
い
で
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 
【
岡
本
劇
場
】 

戦
後
長
い
間
娯
楽
に
飢
え
て
い
た
人
々
は
、
か
つ
て
の
遊
園
地
や
演
芸
場
の
復
活
を
望
み
ま
し
た

が
再
開
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
２
１
年
（
１
９
４
６
年
）
大
衆
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
竹

製
品
製
造
工
場
の
一
部
を
改
造
し
て
芝
居
小
屋
と
し
、
「
岡
本
劇
場
」
と
し
ま
し
た
。
高
松
旧
市
内
の

劇
場
や
映
画
館
は
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
い
た
た
め
、
連
日
満
員
の
盛
況
で
し
た
。
そ
の
後
芝
居
小
屋

の
施
設
が
老
朽
化
し
、
手
狭
と
な
っ
た
の
で
、
新
築
す
る
と
と
も
に
映
画
を
主
と
し
た
経
営
に
切
り

替
え
、
名
も
「
岡
本
映
画
館
」
と
し
ま
し
た
。
昭
和
４
０
年
（
１
９
６
５
年
）
大
衆
娯
楽
の
施
設
が

高
松
市
中
心
部
に
移
っ
た
た
め
廃
館
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
平
和
劇
場
】 

昭
和
１
８
年
（
１
９
４
３
年
）
以
降
廃
止
に
な
っ
て
い
た
岡
本
菊
人
形
、
第
２
演
芸
場
の
舞
台
装

置
・
照
明
等
が
使
用
可
能
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
た
め
、
戦
後
「
平
和
劇
場
」
と
し
て
復
活
し
、
演
劇

を
主
と
し
て
上
演
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
岡
本
映
画
館
と
隣
接
し
て
い
た
た
め
競
い
合
い
栄
え
て
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い
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
廃
館
と
な
り
ま
し
た
。 

 ３ 
奈
良
須
池
（
貯
水
量 

１
４
４
万
７
千
ｔ
） 

琴
電
岡
本
駅
の
東
側
に
満
々
と
水
を
た
た
え
た
こ
の
池

は
、
か
つ
て
は
大
き
な
ポ
プ
ラ
並
木
が
あ
り
、
遊
園
地
や

貸
し
ボ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
２
５
年
（
１

９
５
０
年
）
か
ら
は
全
国
花
火
大
会
が
開
か
れ
、
全
国
か

ら
花
火
業
者
が
駆
け
つ
け
て
花
火
の
製
造
技
術
を
競
い
ま

し
た
。
娯
楽
の
な
い
当
時
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
、
家
族
揃

っ
て
弁
当
を
持
ち
見
物
に
行
っ
た
よ
う
で
す
。
後
に
は
昼

花
火
ま
で
登
場
し
、
そ
の
華
麗
さ
は
今
で
も
見
物
人
の
語

り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
惜
し
く
も
５
回
で
中
止
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
池
の
地
に
は
古
く
土
庄
池
、
上
池
、
下
池
、
よ
し

ま
池
と
呼
ば
れ
る
４
つ
の
池
が
あ
り
ま
し
た
が
、
良
田
を
十
分
に
灌
漑

か
ん
が
い

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
少
し

日
照
り
が
続
け
ば
、
旱
魃

か
ん
ば
つ

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
保
２
年
（
１
６
４
５
年
）
、
承
応
３
年
（
１

奈 良 須 池  
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６
５
４
年
）
、
寛
文
８
年
（
１
６
６
８
年
）
に
は
讃
岐
国
は
大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
、
こ
と
に
こ
の
地
域

の
被
害
は
甚
大
で
し
た
。
寛
文
８
年
の
旱
魃
に
は
藩
主
松
平
賴
重
が
み
ず
か
ら
龍
神
に
雨
を
祈
願
す

る
と
と
も
に
被
災
地
の
検
分
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
同
行
し
た
山
崎
村
（
現
高
松
市
西
山
崎

町
）
の
御
蔵
奉
行
前
田
与
三
兵
衛
は
こ
の
惨
状
を
目
に
し
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
た

め
池
を
築
く
動
機
と
な
り
、
与
三
兵
衛
は
こ
の
地
を
最
適
と
見
て
４
池
を
統
合
し
、
水
源
は
遠
く
香

東
川
に
求
め
、
掛
け
井
手
に
よ
っ
て
導
水
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
都
度
困
難
に
遭

っ
て
成
功
せ
ず
、
つ
い
に
は
「
不
成
（
な
ら
ず
）
」
と
よ
ば
れ
ま
し
た
。
池
の
名
の
由
来
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
到
底
無
理
と
い
わ
れ
た
不
成
の
池
も
寛
文
１
０
年
（
１
６
７
０
年
）
に
完
成
。
当
時
の
讃

岐
大
池
番
付
に
は
、
満
濃
太
郎
、
神
内
次
郎
、
三
谷
三
郎
に
次
ぐ
奈
良
須
四
郎
と
し
て
付
け
加
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
小
田
池
と
４
池
に
頼
っ
て
い
た
岡
本
、
川
部
、
山
崎
、
円
座
、
中
間
、
檀
紙
、

飯
田
の
７
か
村
は
一
躍
水
量
を
増
し
、
用
水
の
潤
沢
を
誇
り
ま
し
た
。
下
流
で
は
新
田
の
開
発
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
や
奈
良
須
池
周
辺
は
高
松
市
へ
の
上
水
道
、
工
業
用
水
供
給
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

４ 

鵜
生

う

の

池い
け

（
貯
水
量 

３
３
万
７
千
ｔ
） 

高
松
市
岡
本
町
・
香
南
町
と
綾
川
町
に
接
し
、
寛
永
３
年
（
１
６
２
６
年
）
の
大
旱
魃
を
機
に
谷
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間
で
葦
が
一
面
に
繁
茂
し
、
鵜
が
生
息
し
て
い
た
湿
地
に
池

を
築
き
「
鵜
生
池
」
と
名
づ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
文

久
３
年
（
１
８
６
３
年
）
大
旱
魃
の
年
に
、
畑
田
村
（
綾
川

町
）
と
福
家
村
（
国
分
寺
町
福
家
）
の
間
で
水
争
い
が
起
こ

り
、
大
庄
屋
が
仲
介
に
入
り
、
５
か
条
に
わ
た
る
「
鵜
生
池

用
水
水
取
方
規
定
」
を
作
り
、
ま
た
、
ユ
ル
尻
に
分
水
石
を

据
え
て
配
水
の
公
正
さ
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
更
に
池

の
水
溜
り
の
量
を
確
保
す
る
た
め
池
の
中
に
も
分
水
石
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
す
べ
て
石
造
り
で
、
そ

の
後
何
回
か
の
修
理
の
時
も
取
り
外
さ
れ
ず
、
今
に
残
さ
れ

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

５ 

小
田
池
（
貯
水
量 

１
４
１
万
９
千
ｔ
） 

高
松
市
川
部
町
と
香
南
町
に
ま
た
が
り
、
か
つ
て
白
鳥
が
飛
来
し
た
と
い
う
の
で
白
鳥
の
来
る
池

と
し
て
有
名
で
す
。
こ
の
小
田
池
は
生
駒
４
代
高
俊
の
時
代
、
西
嶋
八
兵
衛
が
手
が
け
た
池
で
、
７

年
の
歳
月
を
費
や
し
、
相
当
な
難
工
事
を
超
え
て
寛
永
４
年
（
１
６
２
７
年
）
に
や
っ
と
完
成
し
た

鵜 生 池  
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池
で
す
。
平
野
部
に
築
か
れ
た
た
め
、
周
囲
の
ほ
と
ん
ど
が
堤
防
と
い
う
皿
池
で
、
容
易
に
堤
防
が

築
け
ず
普
請
奉
行
は
大
層
難
儀
し
て
い
ま
し
た
。
池
普
請
の
人
夫
た
ち
は
「
梅
雨
ま
で
に
堤
を
築
か

な
け
れ
ば
田
植
え
が
で
き
な
い
。
人
柱
で
も
立
て
な
け
れ
ば
」
と
さ
さ
や
き
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
奉

行
に
進
言
し
て
も
む
ご
い
こ
と
を
聞
き
入
れ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
梅
雨
が
長

引
き
，
ま
た
ま
た
堤
防
が
決
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
が
は
げ
し
く
流
れ
出
る
堤
を
見
て
い
た
人

夫
た
ち
は
，
人
柱
を
た
て
な
け
れ
ば
堤
は
築
け
な
い
と
奉
行
に
進
言
し
ま
し
た
が
奉
行
は
首
を
縦
に

振
り
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
工
事
中
の
池
の
ほ
と
り
を
通
り
が
か
っ
た
２
人
の
女
性
が
い
ま
し
た
。
奉

行
は
，
意
を
決
し
て
こ
の
女
性
た
ち
を
人
柱
に
た
て
る
こ
と
に
し
、
い
や
が
る
２
人
を
池
に
投
げ
込

み
、
人
柱
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
人
の
う
ち
１
人
は
奉
行
の
奥
方
、
も
う
１
人
は
お
供
の
女
性

で
し
た
。
ま
だ
年
若
い
お
供
の
女
性
は
、
「
奥
様
の
お
供
で
死
ん
で
ゆ
く
の
で
す
か
ら
、
奥
様
よ
り
手

厚
く
祀
っ
て
欲
し
い
」
と
言
い
残
し
人
柱
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
女
性
は
、
「
す
わ
」
と
い
う
名
前
で
、

奥
方
は
『
池
明
神
』
と
し
て
、
す
わ
は
一
段
高
い
山
に
『
諏
訪
明
神
』
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
つ
の
明
神
は
小
田
神
社
、
諏
訪
神
社
と
し
て
地
域
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

田
池
は
カ
モ
類
の
県
下
有
数
の
越
冬
地
で
、
（
注
１
）
ミ
コ
ア
イ
サ
が
毎
年
渡
来
し
て
い
ま
す
。
迷
鳥

が
よ
く
飛
来
す
る
こ
と
で
も
有
名
で
、
マ
ガ
ン
・
オ
オ
ハ
シ
シ
ギ
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
注
１
）
巫
女
秋
沙

み

こ

あ

い

さ 
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ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
の
寒
帯
地
方
で
繁
殖
し
、
冬
季
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
カ
ス
ピ
海
か
ら
イ

ン
ド
北
部
、
中
国
東
部
な
ど
の
温
帯
地
方
に
渡
り
越
冬
し
ま
す
。
名
前
の
ア
イ
サ
の
由
来
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
「
秋
が
去
っ
た
頃
に
飛
来
す
る
」
＝
冬
に
飛
来
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
す
る
説
も
あ

り
ま
す
。
和
名
は
、
オ
ス
の
体
色
を
神
子
（
巫
女
）
に
見
た
て
た
こ
と
が

由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

６ 

小
田
神
社 
祭
神 

高
龗

た
か
お
か
み

神か
み 

 

 

旧
川
岡
村
村
社
八
幡
神
社
境
外
末
社
で
、
俗
に
池
明
神
と
言
い
ま
す
。
高

龗
神
は
闇
龗

く
ら
お
か
み

神か
み

と
と
も
に
雨
を
つ
か
さ
ど
る
龍
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
は

山
の
意
で
、
闇
は
谷
の
意
味
で
、
高

龗
神
は
山
を
つ
か
さ
ど
る
龍
神
、
闇
龗

神
は
谷
を
つ
か
さ
ど
る
龍
神
の
こ
と
で
す
。 

 

７ 

諏
訪
神
社 

全
讃
史
に
『
此
の
神
は
信
濃
諏
訪
郡
に
在
り
。
是
れ
即
ち
大
物
主
神
の
第
二
子
、
健
御
名
方
命
な
り
。

社
傳
に
云
ふ
。
（
注
２
）
一
条
帝
の
正
暦
五
年
、
南
海
に
賊
大
い
に
起
る
。
時
に
諏
訪
五
郎
光
秀
と
云

ふ
者
あ
り
。
平
惟
時
に
従
ひ
て
、
賊
を
征
し
て
南
海
に
来
り
、
遂
に
讃
の
香
西
郡
河
邊
に
留
る
。
そ
の

後
百
余
年
、
崇
徳
帝
の
大
治
の
時
に
及
び
、
諏
訪
の
小
目

さ

か

ん

光
親
と
云
ふ
者
在
り
。
諏
訪
神
を
迎
へ
て
之

小 田 神 社  
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を
祠
る
。
天
正
の
時
、
諏
訪
又
衛
門
と
云
ふ
者
あ
り
。
土
佐
元
親
に
従
ひ

て
香
西
の
勝
賀
城
を
攻
め
て
功
あ
り
。
是
れ
則
ち
末
裔
な
り
。
初
め
鳥
羽

帝
の
天
承
の
時
に
方
り
て
、
高
野
に
常
光
和
尚
と
云
ふ
者
あ
り
。
大
師
の

舊
迹
を
訪
ひ
て
此
の
邦
に
来
る
。
諏
訪
小
目
の
宅
に
投
ず
。
時
に
国
中
（
注

３
）
癘れ

い

疫え
き

あ
り
。
小
目
の
家
亦
そ
の
患
に
罹
る
。
和
尚
之
を
祈
り
患
頓
に

除
く
。
是
に
於
て
小
目
喜
び
、
一
宇
を
建
て
て
和
尚
を
居
ら
し
む
。
因
っ

て
号
し
て
諏
訪
寺
と
曰
ふ
。
以
っ
て

世
々
諏
訪
祠
を
主
ど
る
。
建
武
の
時

に
及
び
、
細
川
右
馬
頭
神
田
若
干
を
献
じ
。
川
邊
一
郷
の
社
と
為

す
。
是
を
以
て
中
田
井
右
馬
允
仁
明
之
を
脩
む
。
室
町
氏
の
末
に

及
び
、
世
上
専
ら
八
幡
を
以
て
社
と
為
す
。
是
に
於
て
八
幡
祠
を

立
つ
。
此
の
祠
遂
に
衰
へ
た
り
。
』
と
あ
り
ま
す
。 

諏
訪
神
社
は
諏
訪
山
の
中
腹
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
そ
の
拝
殿

ま
で
の
石
段
は
古
く
、
歴
史
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
鳥
居
に
は
嘉
永

六
年
（
１
８
５
３
年
）
の
年
号
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

（
注
２
）
一
条
帝 

第
６
６
代
天
皇
（
在
位
９
８
６
～
１
０
１
１
） 

諏 訪 神 社  
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一
条
帝
の
時
代
は
道
隆
・
道
長
兄
弟
の
も
と
で
藤
原
氏
の
権
勢
が
最
盛
に
達
し
、
皇
后
定
子
に
仕
え
る

清
少
納
言
、
中
宮
彰
子
に
仕
え
る
紫
式
部
・
和
泉
式
部
ら
に
よ
っ
て
平
安
女
流
文
学
が
花
開
き
ま
し
た
。 

（
注
３
）
癘
疫 

悪
性
の
流
行
病 

 

８ 

長
福
寺 
諏
訪
山
常
光
院 

泉
涌
寺
派 

川
部
村
の
素
封
家
武
下
氏
ゆ
か
り
の
寺
で
す
。
明
治
初

年
、
神
仏
分
離
に
よ
り
川
部
八
幡
神
社
の
社
僧
常
光
院
は

廃
さ
れ
た
た
め
、
武
下
家
の
当
主
養
平
は
諏
訪
神
社
の
北

隣
に
お
い
て
墓
所
を
改
築
す
る
に
あ
た
り
、
聴
松
庵
を
建

立
し
て
墓
所
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
と
と
も
に
、
常
光
院

の
寺
宝
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
そ
の
収
集
に
努
め
ま
し
た
。

養
平
の
意
思
は
子
孫
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
要
請
を
受
け

て
志
度
寺
塔
中
金
剛
寺
住
職
末
葉
宥
恵
が
庵
主
と
な
り
、

明
治
２
７
年
（
１
８
９
４
年
）
１
２
月
京
都
泉
涌
寺
塔
中

の
一
宇
を
移
し
て
寺
号
を
長
福
寺
と
改
め
ま
し
た
。
そ
の

際
、
武
下
隆
太
郎
か
ら
土
地
・
建
物
・
書
画
・
彫
刻
・
仏
具
・
書
跡
・
雑
器
、
大
護
寺
（
高
松
市
）

長  福  寺  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E6%B0%8F�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E5%B0%91%E7%B4%8D%E8%A8%80�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%85%E5%B0%91%E7%B4%8D%E8%A8%80�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%AB%E5%BC%8F%E9%83%A8�
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E6%B3%89%E5%BC%8F%E9%83%A8�
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か
ら
仏
像
・
書
跡
・
雑
器
の
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。
長
福
寺
所
蔵
の
彫
刻
に
は
、
か
つ
て
常
光
院
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
木
造
愛
染
明
王
坐
像
（
平
安
時
代
）
、
木
造
十
一
面
観
音
立
像
（
平
安
時
代
）
、
木

造
毘
沙
門
天
立
像
（
鎌
倉
時
代
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
南
北
朝
時
代
）
な
ど
貴
重
な
文
化
財
が

数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

９ 

眞
光
寺 
真
宗
興
正
派 

岡
本
村
堂
奥
に
あ
っ
た
（
注
４
）
三
十
番
神
堂
は
、
天
保

１
０
年
（
１
８
３
９
年
）
６
月
、
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
奈

良
須
池
畔
の
中
山
に
移
転
し
ま
し
た
。
（
嘉
永
３
年
９
月
に

拝
殿
再
建
）
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
年
）
に
神
仏
分
離
令
が

交
付
さ
れ
明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）
に
御
神
体
は
本
堯
寺

に
撤
収
さ
れ
ま
し
た
。
社
殿
は
仏
教
各
宗
の
説
教
所
と
な
り
、

や
が
て
真
宗
の
占
有
と
な
り
ま
し
た
。
（
眞
光
寺
の
本
堂
は

旧
岡
本
三
十
番
神
の
拝
殿
）
説
教
所
は
昭
和
２
１
年
（
１
９

４
６
年
）
に
寺
号
を
善
照
山
真
光
寺
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

紆
余
曲
折
を
経
て
、
明
治
４
５
年
（
１
９
１
２
年
）
説
教
所
の
西
側
に
三
十
番
神
堂
が
建
立
さ
れ
ま 眞 光 寺  
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し
た
が
、
昭
和
１
６
年
（
１
９
４
１
年
）
に
池
辺
神
社
と
改
称
、
従
前
の
御
神
体
は
本
堯
寺
へ
撤
収

さ
れ
ま
し
た
。 

（
注
４
）
三
十
番
神
堂 

１
か
月
３
０
日
間
、
日
替
わ
り
で
国
家
安
寧
・
衆
生
幸
福
を
守
る
と
さ
れ
る
三
十
柱
の
神
々
で
す

す
。
初
め
天
台
宗
で
信
仰
さ
れ
、
後
に
日
蓮
宗
の
系
統
（
法
華
神
道
な
ど
）
で
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
ま

し
た
。 

 

１０ 

池
辺
神
社 

奈
良
須
池
の
北
側
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
で
、
社
殿
の
屋

根
が
緑
色
、
遠
く
か
ら
も
よ
く
目
立
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
１

６
年
（
１
９
４
１
年
）
大
東
亜
戦
争
勃
発
に
よ
り
軍
部
の
圧

力
厳
し
く
、
そ
れ
ま
で
の
法
華
勧
請
の
三
十
番
神
は
池
辺
神

社
と
改
め
ら
れ
、
以
後
山
崎
八
幡
神
社
の
末
社
と
し
て
祭
祀

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
６
３
年
（
１
９
８
８
年
）
秋
の
大
祭
時
に
古
材
に
よ

る
建
築
の
た
め
自
然
劣
化
が
甚
だ
し
く
、
雨
漏
れ
・
床
の
腐

池 辺 神 社  
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敗
な
ど
が
見
ら
れ
た
の
で
、
堂
宇
の
改
築
を
試
み
た
が
進
捗
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
５
年
（
１
９

３
０
年
）
奈
良
須
池
西
堤
防
で
漏
水
が
甚
だ
し
く
決
壊
の
恐
れ
が
出
た
と
き
、
関
係
者
一
同
が
地
元

の
三
十
番
神
社
の
神
前
の
祈
り
を
捧
げ
、
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
建
立
さ
れ
た
記
念

塔
を
池
辺
神
社
と
し
て
借
用
改
築
し
、
同
年
９
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。 

旧
神
社
か
ら
三
御
神
体
、
小
田
・
奈
良
須
両
池
事
務
所
の
先
賢
堂
か
ら
一
御
神
体
を
奉
遷
し
岡
本

氏
子
に
よ
り
祭
祀
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

１１ 

香
川
用
水
東
部
幹
線
水
路 

香
川
用
水
は
、
香
川
県
の
山
間
部
及
び
島
し
ょ
部
を
除
く
ほ
ぼ
全
域
に
農
業
用
水
、
水
道
用
水
、

工
業
用
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
昭
和
４
３
年
（
１
９
６
８
年
）
財
田
町
の
分
水
工
予
定
地
で
香
川

用
水
の
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
高
松
市
方
面
へ
通
水
す
る
東
部
幹
線
水
路
（
７
４
ｋ
ｍ
）
と

三
豊
市
豊
浜
町
方
面
へ
通
水
す
る
西
部
幹
線
水
路
（
１
３
ｋ
ｍ
）
に
水
を
分
配
す
る
施
設
で
、
水
中

に
含
ま
れ
た
砂
等
を
取
る
た
め
の
沈
砂
池
も
あ
り
ま
す
。 

吉
野
川
で
取
り
入
れ
た
水
が
阿
讃
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、
香
川
県
に
入
っ
て
最
初
に
地
表
に
顔
を
出

す
と
こ
ろ
が
東
西
分
水
工
で
す
。
時
期
の
通
水
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
３
０
分
か
ら
１
時
間
か
け
て

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
東
西
幹
線
水
路
の
必
要
量
に
適
正
に
分
配
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に

向
け
て
出
発
し
ま
す
。 
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香
川
へ
の
分
水
は
、
吉
野
川
総
合
開
発
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
４
３
年
（
１
９
６
８
年
）
に
正
式
決

定
し
て
い
ま
す
。
徳
島
県
池
田
に
建
設
す
る
池
田
ダ
ム
か
ら
、
三
豊
郡
財
田
町
（
現
在
の
三
豊
市
財

田
町
）
ま
で
８
ｋ
ｍ
に
及
ぶ
導
水
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
、
そ
こ
か
ら
県
全
域
を
横
断
す
る
よ
う
に
、
西

に
１
０
ｋ
ｍ
、
東
に
７
３
ｋ
ｍ
の
幹
線
水
路
を
造
る
計
画
で
し
た
。 

数
々
の
最
新
技
術
が
駆
使
さ
れ
た
こ
の
事
業
は
、
昭
和

４
７
年
（
１
９
７
２
年
）
の
池
田
ダ
ム
着
工
、
昭
和
５
０

年
（
１
９
７
５
年
）
の
完
成
と
進
み
、
昭
和
５
４
年
（
１

９
７
９
年
）
に
幹
線
水
路
が
完
成
し
た
こ
と
で
完
了
を
迎

え
ま
し
た
。
幹
線
水
路
か
ら
水
を
分
け
る
分
水
工
は
お
よ

そ
１
７
０
か
所
。
香
川
用
水
の
水
は
、
既
存
の
た
め
池
や

水
路
、
小
河
川
へ
と
補
給
さ
れ
、
平
野
の
す
み
ず
み
ま
で

行
き
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
然
の
川
、
先
人
が
造
り

上
げ
た
た
め
池
や
水
路
、
そ
れ
ぞ
れ
を
結
び
つ
け
な
が
ら

県
を
東
西
に
貫
く
香
川
用
水
。
香
川
に
は
、
つ
い
に
安
定

し
た
水
利
シ
ス
テ
ム
が
築
か
れ
ま
し
た
。 

 

吉
野
川
総
合
開
発
は
、
原
案
作
成
か
ら
計
画
決
定
ま
で

幹 線 水 路  
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１
６
年
の
年
月
を
要
し
て
い
ま
す
。
実
現
ま
で
に
、
各
県
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
開
発
事
業
の
一
貫
で
あ
っ
た
香
川
用
水
も
同
様
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
長
か
っ
た
水
不
足
の
歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
２
０
世
紀
の
大
事
業
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
香
川
用
水
で
し
た
が
、
毎
年
の
よ
う
に
渇
水
の
不
安
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。 
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